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伊賀の石仏をめぐる冒険

行者堂阿弥陀磨崖仏

三重県伊賀市島ヶ原

南北朝時代 

伊賀市指定文化財

行者堂記（出典；島ヶ原観光協会現地碑文）

行者堂

この下に木津川の清流があり、この山一

帯を岩谷山という。木津川に合流してい

る小さな川を小山川といい、かつては神

谷川と呼ばれた。木津川との合流点付近

を岩谷峡よよんでいる。下流は熊橋峡に

つながる。この熊橋には昭和二十年来頃

まで丸太の橋があり川向こうに渡ること

ができた。江戸時代の元禄年間の国境争

いで、柳生藩はこの小山川までを山城国領と主張し、藤堂藩は、さらに木津川下流のあさこ川を

以って伊賀国領と主張した。激論が闘わされたが、幕府の裁定の結果、両川の中間点辺りを藤堂、

柳生藩領の境とし、そこに両藩の境を示す杭が立てられた。その場所を二本杭と称している。この

小山川沿いを標高六百メートルの北山連峰に進と和銅三年（710年）に山城と伊賀を結ぶ道が開か

れた和銅の道がある。特に夏場この小山川沿いにたくさんの蛍が飛び交う。島ヶ原は、近江、大

和、山城、伊賀の四カ国に囲まれた伊賀国の西端にあり、ここに行者堂がある。小山川を挟んで東

側に行者籠堂と指定文化財の阿弥陀磨崖仏がある。磨崖仏の制作年代は南北朝から室町時代と推定

されている。行者籠堂と磨崖仏の対岸には行者堂、大師堂、不動明王像があり、行者堂には自然石

の岩屋の中に二百年ほど前に大峯さんからもらい受けた役行者像が祀られている。左隣に祀られて

いるのが不動明王である。ここは信仰の霊地として阿弥陀如来像が刻まれているのは当然だが、こ

の像を大日如来と呼んでいる。江戸期以降密教との関係の深い役行者が祀られるようになると、役

行者によりふさわしい仏として大日如来と称するようになったのであろう。

地域別索引

伊賀市と名張市

その他の三重県内

奈良県

滋賀県

旧上野市の石仏

旧青山町の石仏

旧阿山町の石仏

旧伊賀町の石仏

旧大山田村の石仏

旧島ヶ原村の石仏

名張市の石仏

津市の石仏

伊勢市の石仏

志摩市の石仏

亀山市の石仏

松阪市の石仏

多気町の石仏

明和町の石仏

玉城町の石仏

菰野町の石仏

山添村の石仏

宇陀市の石仏

御杖村の石仏

天理市の石仏

桜井市の石仏

大和郡山市の石仏

明日香村の石仏

奈良市の石仏

湖南市の石仏
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阿弥陀磨崖仏（出典；旧島ヶ原村教育委員会現地案内板）

南北朝時代の作と推定され、厚く大きく

張った膝、高い肉髪、大きい定印、長方

形の大きい蓮弁、笠置寺の四方仏山城如

来の磨崖仏に類似するものがあり、肩先

に彫られた梵字は江戸時代の追刻であ

る。

参考書籍

「伊賀の石仏拓本集」市田進一

「島ヶ原村史」島ヶ原村

行きかた

国道163号線島ヶ原バイパスが木津川を渡る橋の北詰でバイパスを旧大和街道（北方向）に降りるとすぐ石碑

があります　そこから木津川の支流　小山川の河原に降りていく道がつづいています

石仏の種類別索引

石仏をめぐる冒険に
でかけよう

わたしのこと

Mitsukuri 三重県松阪市在住

全日本写真連盟会員　日本石仏協会

会員

伊賀を歩いて石仏の写真を撮ってい

ます

休日限定の自称石仏冒険家からフル

タイム専業の自称石仏冒険家へと脱

皮しました

「どう行けばよいの？」「車を停め

る場所は？」など　質問やご意見な

どお気軽にご連絡ください

連絡先

ブログを開設していますので　そち

らのコメント欄にコメントしていた

だくと確実に連絡がつきます

ブログ『三重の石仏散歩』 こち

ら

What's New

2019.10.2

浄土寺の地蔵石龕仏を更新しまし

た

2019.10.9

禅龍寺六地蔵石幢を更新しました

2019.10.14

寛正地蔵を更新しました

2019.10.18

老川の延命地蔵磨崖仏を更新しま

した

2019.10.19

柏原墓地の一石六地蔵を更新しま

した

2019.10.18

檀墓地の一石六地蔵を更新しまし

た

甲賀市の石仏

栗東市の石仏

三重県の六地蔵石幢

石仏をめぐる冒険のすすめ

おすすめの石仏の道

Page 2 of 3行者堂阿弥陀磨崖仏

2021/02/08http://mitsukuri.pechigogo.com/pg59.html



前のページ へ 次のページへ

2019.11.3

沖の石仏群を更新しました

2019.11.4

石神橋の地蔵磨崖仏を更新しまし

た

2019.11.4

沖不動寺の石仏を更新しました

2019.11.5

田面の六地蔵石幢を更新しました

2019.11.7

星合波氏神社の六地蔵石幢を更新

しました
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